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序     文 

 

 

国際協力機構は、オマーン国政府からの要請に基づき、マングローブ及び生態系保全に関す

る協力として、2000 年の植林個別専門家派遣を皮切りに、開発調査「マングローブ林再生・保

全・管理計画調査」を実施し、マスタープランの作成を支援しました。マスタープランでは、

マングローブ保全のための、啓発活動と、国民の参加を促す拠点として「マングローブ環境情

報センター(QEIC）」の設立が提案されました。 

オマーン政府は QEIC の建設を決定し、その整備や運営に係る技術協力プロジェクトの実施

を日本政府に要請し、JICA は 2004 年 12 月に事前調査団派遣、2005 年 6 月に実施協議調査団

派遣時に R/D を締結しました。しかしながら、サイクロンの直撃による QEIC 予定地水没や、

省庁再編により、技術協力の前提となる QEIC が設立されない状況のままでした。 

継続して状況を把握してきた JICA では、オマーン側の進捗が確認されたため、案件開始に

向け、前提条件の進捗を確認し、また R/D 署名から約 6 年弱が経過していることから協力内容

の再確認を行うことを目的として、国際協力専門員の羽鳥祐之氏を総括とする調査団を派遣し、

協議を行いました。 

 

本報告書は同調査の調査結果を取りまとめたものであり、今後のプロジェクト検討にあたっ

て広く活用されることを願うものであります。また、ここに調査にあたられた団員各氏、ご協

力いただいた両国関係者の皆様に、心から感謝の意を表します。 

 

平成 24 年 12 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

地球環境部長 不破 雅実 
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第１章  プロジェクトの概要 

 

１－１ 協力の背景 

オマーン国（以下「オマーン」と記す」）は約 1,700km の海岸線を有しており、かつては大規

模なマングローブが存在していた。このマングローブ（ヒルギダマシ：Avicennia marina の群落）

は真水の少ない環境でも繁茂でき、生物多様性の保全や沿岸の環境維持及び緑化による景観の美

化等で大きな役割を果たしてきた。しかし近年、伐採や家畜の放牧、土地開発等によりマングロ

ーブは大幅に減少しており、オマーンの政策としてもその保全･管理を推進している。 

かかる状況の下、JICA はオマーン政府の要請に基づき、2000 年にマングローブ植林の個別専

門家を派遣し、マングローブ植林の基礎的技術の移転、3 カ所の苗畑整備･移植を行い、特にマス

カット周辺地域及びサラーラでは目覚しい生育が確認された。さらにオマーン政府は、マングロ

ーブ植林の体制強化を図るため、包括的なマングローブ保全･管理のためのマスタープラン作成に

係る協力を日本政府に要請し、これを受けて JICA は 2002 年から 2004 年にかけて開発調査「マ

ングローブ林再生･保全･管理計画」を実施し、マスタープランの作成を支援した。マスタープラ

ンでは、マングローブ保全管理に係る包括的な取組みとともに、オマーン国及び当該地域の拠点

となる「マングローブ環境情報センター(Qurm1 Environmental Information Centre: QEIC）2」の設立

を提案しており、オマーン政府はこの提案に基づき QEIC の建設を決定し、その整備と運営管理

能力強化を目的とした技術協力を日本政府に要請した。 

 

１－２ プロジェクトの概要 

本プロジェクトはオマーンにおけるマングローブ保全のための、植林をはじめ啓発活動、国民

のさらなる保全活動への参加を促進する拠点として設立されるQEIC の整備や運営に関する技術

移転を行うことを目的に実施する。目標及びアウトプットは以下のとおりである。 

(1) 上位目標 

マングローブ生態系の持続的な管理がオマーン国内及び周辺国に普及する。 

 

(2) プロジェクト目標 

QEIC が持続的なマングローブ生態系管理を推進するセンターとして設立される。 

 

(3) アウトプット 

1： QEIC にプロジェクト管理組織が設立される。 

2： 多様な利害関係者に対する教育訓練プログラムが実施される。 

3： マングローブ生態系保全のためのモニタリング機能が強化される。 

4： 持続的なマングローブ生態系の保全･管理手法が強化される。 

5： マングローブ生態系保全及び回復のために展示及び普及活動が実施される。 

                                                        
1 「Qurm」はアラビア語でマングローブに相当する単語。（オマーンではローマ字表記で正しくは「Qurum」としているとのこと

が今回調査で判明） 
2 QEIC（Qurm Environment Information Center）は、マングローブ保全にかかる調査・研究への貢献や一般市民の意識の向上を目的

とするビジターセンター。 
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第２章  運営指導調査の概要 

 

２－１ 調査団派遣の背景と目的 

オマーン国環境気候問題省（Ministry of Environment and Climate Affairs：MECA）を協力機関と

して、QEIC の運営管理能力強化を行う技術協力プロジェクトとして、本案件の討議議事録（Record 

of Discussions：R/D）は 2005 年 6 月に調査団及び関係機関間で署名されているものの、案件の開

始にあたっては、オマーンによる同センターの建設を前提条件としているが、その条件が満たさ

れずいまだ案件開始に至っていない。具体的には、建設業者選定の公示を開始した時点で JICA

側は専門家派遣の準備を開始することで合意していたが、サイクロン直撃による建設予定地の水

没（2007 年 6 月）や省庁再編（同年 11 月）によるセンター建設計画の見直し等により、上述の

前提条件が整わずに現在に至る。 

 

プロジェクトをめぐるこれまでの経緯は以下のとおりである。 

【2005 年 6 月】R/D 署名。 

【2007 年 6 月】マングローブ情報センター建設にかかる入札後、建設業者の選定を行っていたと

ころ、サイクロン直撃によりプロジェクトサイト予定地が水没。 

【2007 年 11 月】オマーン省庁の改編。新設された「環境・気候問題省」が担当省となるが、大

臣の意向によりセンター規模が拡大されたため、プロジェクトの計画が見直され、建設費

が大幅に不足。それ以降、R/D で合意した開始の前提条件「オマーン側によるセンター建

設計画の確定（公示の開始）」が満たされず、プロジェクトは未開始。 

【2009 年 10 月】JICA 地球環境部から調査団を派遣し、案件開始までのスケジュール確認、及び

早期のセンター建設着手を要望。 

【2010 年 4 月】ハムード環境・気候問題省大臣による JICA 大島副理事長の訪問時、早期のセン

ター建設工事の着工を期待する旨大臣に要望。ハムード大臣からは、2011 年からの「第 8

次5カ年開発計画」でセンター建設予算の確保に努めており、2010年9月までに予算確保、

12 月までに案件の詳細スケジュールを確定させる旨の発言。 

【2011 年 2 月】JICA 中東欧州部による出張の結果、これまで進捗がなかったセンター建設計画

に関し、第 8 次 5 カ年計画において 3 億リヤル（約 6.6 億円）の予算が承認されていると

の先方発言あり。既に設計が完了し、業者選定に向け入札が進められており、2011 年 6 月

に工事開始、2012 年末に完成予定。 

 

オマーンは 2010 年 12 月に ODA 対象の開発援助委員会（Development Assistance Committee：

DAC）リストから外れ、2013 年 12 月にDAC のODA 対象国を卒業する見通しであり、当初合意

している協力内容を実施するために必要な協力期間を担保するためには案件の開始が急がれる状

況にある。 

今般、2011 年 2 月の JICA 中東・欧州部による調査団において、オマーンの第 8 次 5 カ年計画

において QEIC の建設に係る予算が確保されており、既に設計案も作成されており、建設業者選

定の入札準備段階であることが確認された。これを受け、案件開始に向け、前提条件の進捗を確

認し、またR/D 署名から約 6 年弱が経過していることから協力内容の再確認を行うことを目的と
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して、本案件を主管する JICA 地球環境部より調査団を派遣し、R/D 変更に向けて協議を行った。 

本調査の主目的は、以下の 4 点に集約される。 

 

(1)案件開始の前提条件であるQEIC の建設計画及び設立計画（省令等、組織体制、要員配置計画、

設立時期等）の進捗を確認する。 

(2)プロジェクト内容を見直し、既存の PDM(Project Design Matrix)及び活動計画（Plan of 

Operation：PO）を改訂する。 

(3)上記(1)及び(2)を踏まえ、既存のRecord of Discussion（R/D）の修正点を確認し、合意する。 

(4)R/D の修正点、修正後の PDM 及び PO を含む協議議事録(Minutes of Meeting)を締結する。 

 

２－２ 調査日程  2012年4月 

日 日程 内容 滞在 

1 4/15 金 22：00 成田発（EK 319）～ドバイ（EK 862） 機内 

2 4/16 土 

9：30 マスカット着 

11：00 大使館表敬 

12：00 環境気候問題省表敬 

マスカット 

市内ホテル 

3 4/17 日 

午前： 対象地視察 

（QEIC 建設予定地及び隣接マングローブ保護区） 

午後： 環境気候問題省との協議 

4 4/18 月 
午前： 環境気候問題省との協議 

午後： ミニッツ案の修正 

5 4/19 火 
午前： 環境気候問題省との協議 

午後： ミニッツ案の修正 

6 4/20 水 

8：00 マングローブ保護に係る環境教育活動視察 

11：00 ミニッツ署名 

12：00 大使館報告 

18：05 マスカット発（EK 6485）～ドバイ（EK 318） 

機内 

7 4/21 木 17：35 成田着  

 

２－３ 団員構成 

氏名 担当業務 所属 

羽鳥 祐之 総括／マングローブ保全 JICA 国際協力専門員 

寺田 佐恵子 協力企画 JICA 地球環境部 森林自然環境保全第二課職員

 

２－４ 主要面談者 

(1) 環境気候問題省 自然保護局 

- Ali Amer Abdullah Al- Kiyumi,  自然保護局 総局長 

- Mohammed Juma Saeed Al-Shariani, 自然保護局 副局長 
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- Ahmed Zaher Al-Hinai,  自然保護局 環境検査調整部長 

- Dr. Ahmed Mubarak Khamis Al-Saidi, 自然保護局 海洋環境保護部長 

- Mohamed Rashid Al-Sinaidi,  自然保護局 国際協力課長 

- Bader Yousuf Said Al-balushi,  自然保護局 湿原環境課長  

- Azizah Saud Humaid Al-Adhubi,  自然保護局 環境計画官  

- Mozah Musa Salami,  自然保護局 環境検査官 

 

(2) 在オマーン日本大使館 

・森元 誠二 特命全権大使 

・山中 真一 参事官 

・打越 正昭 書記官  
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第３章  調査結果概要 

 

３－１ プロジェクト実施に向けた確認 

３－１－１ 全体概要 

案件開始の前提条件である QEIC の建設及び設立の進捗状況を確認するための具体的な事項

として、①QEIC の建設の確実性、②組織としての QEIC 設立の確実性及びその所掌業務内容、

③プロジェクト実施体制の準備状況の 3 点を調査した。結果、これらの項目が確認されたため、

案件の開始に向けた準備を進める妥当性があると判断された。また、PDM、PO の改訂、R/D

の修正については、本邦で準備した改訂案、修正案に大きな変更なく合意に至った。 

 

３－１－２ QEIC の建設について 

前回 2011 年 2 月の JICA 調査団の確認同様、「第 8 次 5 カ年計画」においてQEIC の設立につ

いて記されており、初年度建設予算も確保されていることが先方より述べられた。これより建

設自体の確実性はあるものと判断される。 

ただし、建設スケジュールは当初想定からの遅れが見られ、本調査期間中には具体的な公示

以降、入札、施工開始等に関する具体的な日時は示されなかった。このため、具体的な建設ス

ケジュールに関し、改めて 2011 年 6 月 15 日を期限として、文書により提出するようミニッツ

（参照：付属資料１）に記載した。また、文書スタイルのサンプル（参照：付属資料 2）を調

査団側で作成し、手交した。 

現状から判断すると、少なくとも QEIC の建設終了後に半年以上はプロジェクト実施期間が

確保できると見込まれるため、展示室整備等のセンター建設終了後でなければ実施不可能であ

る活動を行うための期間も十分確保できるものと考えられる。しかし、万一何らかの理由で建

設が遅れた場合には、専門家の投入及び機材供与等の見直しを行わざるを得ない旨ミニッツに

記載した。 

 

３－１－３ QEIC の組織化 

組織化については、(1)QEIC の MECA 省内における位置づけの確認と、(2)QEIC 自体の組織

体制の確認の 2 段階に分けて考える必要がある。 

 

(1) QEIC の省内の位置づけ 

QEIC の設立・位置づけ決定は、MECA 全体の組織改編の一部として扱われ、以下の法的

プロセスを踏んで行われることを確認した。 

① 省内検討委員会(Committee)による検討 

② MECA の法制局を通じ次官（Under Secretary）への提出 

③ 法務省検討を経て、あるいは法務省検討を経ずに直接国王令として発布  

本調査団による協議時点で、約 2 週間かけて行われるという①の省内検討委員会による検討

は既に終了しており、2011 年 4 月 19 日時点で②の次官へ検討結果が持ち込まれている段階に

あった。数日中にはMECA の手を離れ、③の狭義の法的プロセスに入るものと思われたが、③

のプロセスは通常、数カ月ないし 1 年ほどかかるとのことであった。以上より、MECA として
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明確に設立に向けた準備を進めていることは、上記①、②のプロセスによって担保されたと思

料する。 

(2) QEIC の組織体制 

QEIC 自体の組織体制は上記の法的プロセスとは別に、MECA 省内事案として扱われる。

上記の法的プロセスにおいてQEICはMECA自然保護局配下に設置されることとなっている

ため、実際には自然保護局の事案となる。 

QEIC の組織図及び所掌業務に関しては、現在のところ、過去の調査団入手済みのQEIC 組

織図から大きな変更はない。すなわち、現在計画されている QEIC の機能は、①マングロー

ブ保全に係る研修事業、②マングローブ資源のモニタリング事業、③マングローブの植林及

び技術開発事業、④環境教育・普及事業である。 

ただし、R/D 締結時点ではマングローブに特化した情報センターの設立が想定されていた

のに対し、現在は、①マングローブ環境情報センター、②環境モニタリング情報センター（汚

染の問題等を扱う）、③気候問題情報センターという 3 つの情報センターの統合としての「広

義のQEIC3」の設立が想定されている。これは、「広義のQEIC」の下に独立した部局として

3 つの情報センターが置かれ、建物のみ共有するというものである。 

上記の想定の確認を踏まえ、本案件の協力の対象はあくまでマングローブに特化した「マ

ングローブ環境情報センター」部分であることを改めて確認した。 

QEIC の設立に向けたタスクフォースは既に設立されており、そのメンバーは、次のとお

りである。 

 

 Ali Amer Abdullah Al- Kiyumi,  自然保護局 総局長 

 Dr. Ahmed Mubarak Khamis Al-Saidi, 同局 海洋環境保護部長 

 Mohamed Rashid Al-Sinaidi,   同局 国際協力課長 

 Bader Yousuf Said Al-balushi,  同局 海洋環境保護部 湿原環境課長  

 Azizah Saud Humaid Al-Adhubi,    同局 海洋環境保護部 環境計画官  

 Mozah Musa Salami,   同局 環境モニタリングセンター 環境検査官 

 

上記 6 名は、本案件のプロジェクト・ダイレクター、プロジェクト・マネジャー及び分野

のカウンターパートの中核となるメンバーであり、局長を除く 5 名に関しては、QEIC 設立

後には同センターに配属される予定の者と考えられる。人事問題であるため明言はされなか

ったものの、今回の協議にも常に上記メンバー全員が参加しており、プロジェクト開始後も

C/P として積極的に関与していくことが期待できる4。 

MECA にはサラーラ管轄部を除き、管轄区域を分割する地方支所のようなものはなく、マ

ングローブに関してはすべてMECA の管轄下において保護区域の扱いを受けている。このた

め、オマーン国全体のマングローブはMECA 自然保護局が一元的に管理を行っており、QEIC

設立後はQEIC がその役割を担うこととなる。 

                                                        
3 ここでいう広義のQEIC の名称は確定していない。QEIC のQ はQurumすなわちマングローブの意味ではあるが、建設予定

地の地名もまたQurumであるため、統合情報センターの名称にQurumが使われる可能性もある。 
4 なお、オマーン国においては、夏期（6 月～8 月）に各人がおおむね１カ月間の休暇を取るのが通例であり、また本プロジェ

クト実施の 2011 年から 2013 年においてはラマダンが 7、8 月に当たっているので、専門家の投入にあたってはこれらのことを考

慮すべきである。 
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上記のQEIC の組織化のプロセスとその進捗、QEIC の最終的な組織図、C/P メンバーリス

トについては、建設スケジュールと同様に 2011 年 6 月 15 日を期限として MECA から JICA

宛に文書にて正式に回答をもらうこととし、調査団から提示した文書サンプル（参照：付属

資料 2）にもそれらの項目を記載した。 

 

３－１－４ プロジェクト実施体制 

プロジェクト実施後の体制について、（1）C/P の配置状況、（2）関連機関との協力・連携体

制、（3）プロジェクト運営予算、（4）プロジェクト・オフィスに関し、以下のとおり確認した。 

 

(1) C/P 配置： 

プロジェクト・ダイレクター、プロジェクト・マネジャー及び 4 分野のC/P に関しミニッ

ツに記載したとおり確認した5。 

(2) 関連機関との協力・連携体制： 

改訂 PDM の活動内容はいずれも、他省庁等と調整を要するものではなく、あらかじめ協

力・連携体制を構築する必要性はないものと思料する。関連する土地はすべて国の保護区で

あり、所有関係にも問題はない。プロジェクトの研修事業、環境教育事業を行う際に、その

リソースパーソンとして大学、関連機関に協力を求めることは想定されるが、調整・連携メ

カニズムを構築する必要があるものではないと考える。この点について、先方も同意見であ

ることを確認した。 

(3) プロジェクト運営予算： 

オマーン側が負担すべき予算については、R/D（参照：付属資料１）に記載されていると

おりと先方と確認した。 

(4) プロジェクト・オフィス： 

建設前は省内、建設後はセンターであることをミニッツ（参照：付属資料１）に記載した。 

(5) JCC メンバー 

合同調整委員会（Joint Coordinating Committee ：JCC）メンバーについては、本プロジェク

トの活動内容に他省庁、他機関との綿密な調整が必要なものがないと考えられるため、プロ

ジェクト運営を目的とするという JCC の趣旨からして MECA の省内関係者を基本メンバー

とした。 

 

３－１－５ PDM、PO の修正 

上記の確認を経て、PDM、PO の修正案に関し協議を行ったところ、同案に大きな変更なく

合意に至った。PDM の指標に関してはプロジェクト開始後に改めて設定するものとした。（参

照：付属資料 3、PDM の変更箇所） 

 

３－１－６ R/D の修正 

上記の確認を踏まえ、R/D の修正点に関して当方提示案から大きな変更はなく合意に至った6。

                                                        
5 C/P の任命に関しては辞令交付などされないため、任命の証拠書類はないが、現に今回調査中においてもプロジェクト・ダイ

レクター（自然保護局長）、プロジェクト・マネジャー（同局次長）及び 4 分野のC/P 候補者が常時協議に参加した。 
6 R/D のタイトル以下アラビア語でマングローブに相当する単語のローマ字化がQURM となっており、今回の協議中オマーン
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具体的には、省名、カウンターパートの役職、協力期間、プロジェクト基本計画（MATSTER 

PLAN）、執務室、JCC メンバーについて修正内容を確認し、ミニッツに修正点を添付した。 

                                                                                                                                                                   
側から正しくはQURUM であるとの指摘があった。アラビア語の表記では通常短母音を文字で表さないためرم 右から「Q」「ｒ」）ق

「ｍ」に相当）と表記されるものをローマ字化した際にQURMとなったものと思われる。QURUM が標準的なローマ字化である

のは確かだが、現に道路標識などでرم のローマ字化が「QUROM」あるいは「QURM」となっているのを目撃しており、表記揺ق

れの範囲と考えてよいものであろう。このため、今回はあえてR/D のタイトルを修正することはしなかった。 
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第４章  調査結果総括と今後の協力 

 

４－１ 調査結果総括 

今回のミッションの目的は、プロジェクト開始の前提条件であるオマーン側による施設建設、

プロジェクト実施体制の整備等について確認し、当初R/D の署名後のオマーン側の組織改編等の

状況を踏まえ、プロジェクトの枠組み、計画の微修正につき先方の合意を得ることであった。 

プロジェクト開始の前提条件に係る具体的な確認事項としては、(1) QEIC 建設の確実性（詳細

は３－１－２に記載）、(2) 組織としてのQEIC 設立の確実性及びその所掌業務内容（詳細は３－

１－３に記載）、(3) プロジェクト実施体制の準備状況（詳細は３－１－４に記載）、の 3 点であ

った。結論として、これらについて確認することができたため、プロジェクト実施の妥当性があ

ると判断した。 

PDM、PO の改訂、R/D の修正についてオマーン側と協議し、当方で準備した案に大きな変更

なく合意に至った。 

 

４－２ 今後のスケジュール 

今回調査結果を踏まえたプロジェクト実施、及び終了までの道程は以下のスケジュールを想定

する。 

 

2011 年 6 月 15 日  ：MECA から JICA 地球環境部長宛のレター提出締切 

2011 年 10 月～11 月 ：案件開始（第 1 回目のコンサルタント派遣） 

2013 年 11 月  ：案件終了 

2013 年 12 月末  ：DAC のODA 対象国卒業からの移行期間終了予定 

 

４－３ 留意事項 

(1) 進捗確認レターの取り付け 

QEIC の建設及び設立の更なる遅延を防ぐために、2011 年 6 月 15 日までにMECA から JICA

地球環境部長宛、在オマーン日本大使館宛てコピーにて、建設及び設立の進捗報告のレターを

提出することをミニッツに記載している（参照：付属資料 2）。 

JICA では、本レターの内容が案件開始の前提条件がクリアされたと見なすに十分な内容であ

ることを確認した上で、本邦コンサルタントの公示等の手続きに入る。 

 

(2) 口上書の交換について 

オマーンの口上書は旧雛形（従来）方式であるため、事業実施段階に専門家派遣や機材など

の投入ごとに口上書を交換する必要がある。他案件での様子から、オマーンでは口上書交換や

A1 フォームの取り付けに時間を要す可能性があり、それらが案件開始の遅延につながらないよ

う注意が必要である。 

 

(3) 在オマーン国日本大使館への協力依頼 

これまでのオマーンの対応から、レター提出の遅延や、期限内に十分な回答が得られないこ
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とも懸念される。また、口上書交換や専門家派遣や機材の要請に関するA1/B1 フォームの取り

付けにも時間を要す可能性が高い。このため、在オマーン日本大使館には、引き続き本案件の

進捗確認等に協力いただく必要がある。大使への帰国報告ではこの旨改めて依頼した。 
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付 属 資 料 

 

1. 協議議事録（M/M） 

Annex 1 当初 R/D からの変更点 

Annex 2 改訂版 PDM 

Annex 3 改訂版 PO 

Annex 4 環境気候問題省組織図  

Annex 5 マングローブ環境情報センター組織図（暫定版） 

Annex 6 マングローブ環境情報センター建設スケジュール案 

2. 進捗確認レターサンプル 

3. PDM の変更箇所 



 



MINUfES OF MEETING 
BETWEEN 

JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY 
AND 

THE AUTHORITIES CONCERNED 
OF THE GOVERNMENT OF THE SULTANATE OF 0MAl'J 

ON 
THE AMENDMENT OF RECORD OF DISCUSSIONS 

FOR 

THE QURM ENVIRON島1ENTALINFORMATION CENTER PROJECT 

The Japanese Project Consultation Team (hereinafter referredωas“the Te削ウ

organized by Japan Intemational Cooperation Agency (h巴，reinafterreferr吋 toas“JICA") 

and headed by Mr. Hiroyuki HATORI含 visitedthe Sultanate of Oman for the purpose of 

∞nfirming the present conditions of the Qurm Environmental Information Center Proj巴ct

(hereina食巴rreferred to as “the Project")， amending the Record of Discussions (hereinai王er

referred to as“R1D") signed on 20 June， 2005. 

The Team飢 dauthorities concemed of the Sultanate of Oman had a series of 

discussions and exchanged views on th巴implementationand management ofth巴Project.

As a resuIt of the discussions， both sides agreed to吐lematters referred to in the 

docum巴ntsattached hereto 

ァ〆7 vl1h~ 
lyh-. Hir・0戸1kiHATORI

L再Ifer
百円jrctConsultation Team 
Jap'@ Intemational Coop巴rationAgency 

Jap再n

Muscat， 20 April， 2011 

Jタd紛失〆

MrAliArn巴rAlki戸1m!
Director General of 
Nature Conservation 
地 nistryofEnvironment and Climate 

Affairs 
the Sultanat巴ofOman

付属資料11 協議議事録(M/M)
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ATTACHED DOCUMENTS 

1. POINTS OF DISCUSSIONS; 

1. Frame、lVorkofthe Project 

1.1 Project Duration 

Both sides have agreed that the Project will be implemented within two (2) y'巴arsat most 

starting from白efirst dispatch of Japanese expert and will be terminated by the end of 

December 2013 despite when the project st紅ts.

1.2 Modification of PDM (Project Design Matrix) 

Both sides hav巴 agreedto modifシtheexisting PDM. The modified PDM is attached as 

Annex 2. The Objectively Verifiable Indicators will be revised through the first JCC a合erthe 

commencement ofthe Project 

PDM is to be flexibly revised according to the progress and achievement of the Project 

upon discussions between boせ1sides. In出eevent of the revision， the revision shall be agreed 

b巴tweenboth sides吐rroughthe JCC 

1.3 Mod巡回tionofPO (Plan ofOperation) 

Both sides have agreedωmodifシtheexisting PO. The modified PO is attached as Annex 3. 

In th，巴 futurediscussion， the modification may be agreed if necess紅 y.

1.4 Executing Organization 

The Project is to be executed by也巴 DirectorateGeneral of Nature Conservation， Minis仕y

of Environment and Climate Affairs. It takes an ov巴mllresponsibility for the project 

adminis仕組on，implementation and coordination with other related organizations. 

Currently organizational structure for impl抑制ationof the Project is ShOWll in Annex 4 

and 5. Om出 sidehas agreed to subplIt organizational s加 cturein a written form by June 15， 

2011. 

2. Administration ofthe Project (Omani side) 

2.1、Personnelfor the Project 

a) . Project Director 
-Director General ofNature Cons巴rvation，MinisなyofEnvironment and ClimateAffairs 
Both sides have agreed that the Project Director will be responsible for廿1eoverall 

guidance and supm説。D.cPftheProject administration and implementation. This position will 

beard巴finitiveresponsibility in any matters pertaining to the Project. 

b) Project Manager 

-Director of Marine Environment Cons巴Dl.ationDep釘 tment，M凶 sなyof Environm¥lijl:Md 

1 、』町一旬刊嶋崎-=-.
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Climate Affairs 

Both sides have agreed that the Project Manager will be responsible for the 

implementation of activities agreed in the PDM and PO. This position is required to make 

d巴dicatedefforts to achieve desired outputs of th巴Project

c) Counterparts 

-Monitoring and Information: 

Person who is to be assigned as .Head of Monitoring and Information Section， Qurm 

Environment Information C巴nt巴r(QEIC)

-Training: 

Person who is to be assigned as Head ofTraining and Education Section， QEIC 

司 MangrovePlantation 

Person who is to be assigned as Head ofMangrove Plantation Section， QEIC 

-Environmental Education: 

Person who is to be assigned as Exhibition!Public Relations Section， QEIC 

2.2 Facilities 

Project 0伍cewill be provided by the Ministry of Environment and Climate Affairs inせle

Ministry building before the completion of仕leQEIC building and in the QEIC building after 

its completion 

2.3 Construction of Qurum Environmental Infor皿 ationCenter (QEIC) 

Both sides have agr'巴edthe implementation of th巴 Projecton the basis that the QUilll 

EnvironmentaI Information Center (QEIC) wiIl be cons仕uctedby at le制 six(6) months 

b巴forethe termination of the project. Tentative Construction Sch巴duleofth巴QEICis shown 

in Annex 6. Omar司sid巴hasagreed to submit a fmaI construction schedule in a writlen form 

by June 15， 2011. In case of any deIay of th巴constructionofせ1巴QEIC，the Project activities 

and inputs of the equipment will be revised. 

3. Members of the Joint Coordinating Committee (JCC) 

Both sides have agreed that the members ofthe JCC wiII be as follows. 

a) Cha叩巴rson:

Dir巴ctorGeneraI of Nature Conservation~Ministry of Environm巴ntand CIimate Affairs 

(Project Director) 

b) Omar吐sid巴

-Director ofthe M紅 ineEnvironment Conservation Department 

-Director ofthe Biodiversity Department 

-Deputy Dir巴ctorGen巴raIofNature Conservation 

-Acting Director of th巴Pl鉱mingand Intemational Coop巴rationDepmiment 

2 ヲ町司忠司_$ふ一一

付属資料1
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-Head ofth巴Wetlandenvironments section 

伊 EnvironmentalPlann巴rofthe Marine Environment Conservation Departmenont 

-Environmental Inspector of the Pollution Operation Monitoring Section 

-Environmental Planners of the Minister Office 

c) Japanese side: 

-JICA Expert T，巴amofthe Project 

-Official(s) ofthe Embassy of Japan in Oman 

-Other personnel concerned， to be dispatched by nCA， if necessary 

d) Chairperson can invite 0吐lerpersonnel concerned， if necessぽy.

11. AMENDMENT OF RECORD OF :mSCUSSIONS (RID) 
Based on the results of批 discussions，original Record of Discussions(RJD) is amended. 

Amended points from original RID are shown in Annex 1 

品~x 1 List of Amended Points from Original RID 

訓iex2 Revised Project Des明 Matrix(PD問

Annex 3 Revised Plan {)f Operationσ0) 

Annex 4 Existing Organization Chart ofせleMinis仕yof Environment and Climate Af脳rs

Annex 5 Tentative'U怒街並zationCh紅tofせ1巴QEIC

Annex 6 Tentative'Construction Schedul巴ofQEIC

3 

山一一♂5-
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ANNEX 1 

Annex1 List of Amended Points from Original RID 

キAmendedpoints are underlined. 

IV. 

2. 

IX. 

Original RJD on June 20"'， 2005 

ADMINISTRATION OF THE PROJECT IV. 

Director General for Envirolll1lental Affairs， 

M担m of Regional Municipalities司

Environment and Water Resources，出 the

Project Director， wi11 bear overall 

responsibility for the administration and 

implementation of the Project 

Director General of Nature Conservation， 
2. 

Ministry of Regional Municipalities， 

Environment and Water Resources，出血e

Project Manager， will be responsibleおrthe 

managerial and technical matters of the 

Pn~日ect.

TERM OF COOPERATION IX. 

The duration of the technical cooperation for 

the Project under this Attached Document wiI1 

be 2 years 

For determine the date of the Project initiation， 

MRMEWR will send related information on 

Qurm Environmental Information Center 

(hereinafter referred to as "QEIC") 

cons甘uctionto JICA through the Embassy of 

Japan. The date of the Project initiation will be 

fmally deter百lInedaf王er由enotification of 

JICA to Omani authorities concemed through 

出eEmbassy of Japan. 6 months will be 

secured at least， at血et問団 ofnotification，ぬr

the Japanese experts in fully utilizing the 

1/7 
(Annex1) 

Poin臼tobe Amended 台。mOriginal RD 

ADMINISTRATION OF THE PROJECT 

Director General of Nature Conservation， 

Ministry of Environment and Cli皿ate

Affairs‘ as the Project Director， will bear 

overall responsibility for the administration 

and implementation of加 Project

Director of Marine Environment 

Conservation DepartmenLMinistrv of 

Environment and Climate Aff:剖rs.、asthe 

Project Manager， will be responsible for the 

managerial and technical matters of白e

Project 

TERM OF COOPERATION 

The duration of the technical cooperationおr

the Project under this Attached Document will 

be two (2) years at mosちstartingfrom the 

first dispatch of Japanese expert and the 

cooperation will be terminated by the end of 

December 2013 despite when the project 

starts 

.~ 

..; ......... 

付属資料1
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constructed OEIC and its affiliated facilities as 

agreed in“4. Schedule" in the Minutes of 

Meetings between Japanese Ex-ante 

Evaluation Team and A.uthorities Concemed of 

the Sultanate of Oman on Japanese Technical 

Cooperation for the Ounn Environmental 

Information Center Project， signed in Muscat， 

Oman on 22nd December， 2004 

Thede出 ledprocedure to detem盟国 thedate of 

甘，eProject initiation is indicated in the Minutes 

of Meetings between 也e Japanese 

Implementation Study Team and the 

A.uthorities Concemed of the Govemment of 

the Sultanate of Oman on Japanese Technical 

Cooperation on the Ounn Environmental 

In自ormationCenter Project in the Sultanate of 

Oman.， signed in Muscat， Oman on 20th Juneヨ

怨位二

ANNEXI ANNEXI 

MASTERPLAN MASTERPLAN 

Overall Goal 1. Overall Goal 

Dissemination of sustainable mangrove Dissemination of sustainable mangrove 

ecosystems management in Oman and in the ecosystems management in Oman 岨 din the 

regJOn reglOll 

2 Project Purpose 2 Project Purpose 

QElC is established as the center of promoting QEIC is established 部品ecenter of promoting 

sustainable mangrove ecosystems management sustainable mangrove ecosystems management血

in Oman O 血血

3. Outputs 3.0utputs 

(0)古田 projectoperation unit in the QElC is (0) The project operation unit in the QEIC is 

2/7 
(Annex1) 

久町-旬、ー吋品目倒戸c'
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established established. 

(1) Education 阻 d Training proEram targetIll2 (1) The Canadtv ofTraininE Act則的 forOEICto I 

variolls stakeholders is carried out promote sustainablc manErove ecosVstcm 

management is developed . 
. 

σ) Monitoring functions. aiming at protecting ρ)The Monitoring Method for QEIC to promote 

mangrove ecosystems i8 streng也ened sustainable mangrove ecosystem management is 

developed. 

σ) Sustainable measures 自Dr protection 百ld
(3) Methods and techniques for promoting 

management ofmangrove eCQSvstems in Oman 
manErove reforestation are developed. 

are enh部lced

(4) Exhibitions叩 dcom.munity outreach programs (4) The Capacity of Environmental Education 

to mobilize national effor担おrmangrove Progra田町e activity for QEIC to 日romote

eeosystems conservation and restoration are sustainable mangrove ecosystem management is 

onzanized improved. 

4. Activities 5 Aotivities 

(0-1) Prepare阻 dreview the plan of operation (0-1) Preparo and review the plan of operation 

σ0) (PO) 

(0-2) Prepare the budget plan (0-2) Prepare the budget pl祖

(0-3) Es阻むlish 出e Joint Coordinating (0-3) Establish 出e Joint Coordinating 

Corr田1I世ee Committee 

(0-4) Prepare monitoring pl阻
(0-4) Prepare monitoring plan 

(0-5) AIlocate the budget， personnel and白cility (0-5) AIlocate the budget， personnel and白cility

(0-6) Prepare the Job description (0-6) Prepare the Job description 

(0-7) Machinery and equipment provided are (0-7) Machinery田 dequipment provided町e

properly instaIled and maintained properly instalIed and maintained 

(1-1) IdentifヤthetarEet町 oupsfor educatioJJ (1-1) To identif'v tarEet groups of traininE 

and trainIngjl，roEam courses. 

(1-2) Define 白e Eoals and the obiectives (l同2) To conduct traininE needs su円 ev

according to出etarget 2IOUpS阻 dchoose (1同3) To 田ake syllabi for each course 

3/7 

(Annex1) 
J 

， 心

~一一一一

付属資料1

-19-



(ト3)

(1-4) 

(1-5) 

(ト6)

(1-7) 

(1-8) 

。悶1)

(2-2) 

(2-3) 

οー4)

(2-5) 

(2-6) 

(3-1) 

(3-2) 

(3-3) 

(3-4) 

(3-5) 

/もL.

the methodolo良ies

Develop a set of lesson plans 五Qr

respective tar田t町'OuDS叩 dtopics. (1-4) 

Prepare educationall位ainingmaterials 

Deliver the lessons accordinεto the lesson (1-5) 

誕強ι (1・6)

Evaluate the individual education and 

trainin庄町O町 ambvtarget町oups (1-7) 

Modifvthe lesson plan as necessarv (1-8) 

ModifV the staff train証明 asnecessarv (1-9) 

De自ne and 宜nalize the necessarv (2-1) 

Qill:田netersof faunaJfloraJsocio-economy 

to monitor in也emonitorIngfunction of 

the OEIC activities base on the PO. 

Furnish出emomton皿 planaccordinzlv 

CarrV out monitorinE and zather the (2-2) 

information 

ComPile and store in an a00ropIriate (2-3) 

血盟誕二 (2-4) 

Analνze 血edata 田 d information as 

necessarv-
(2-5) 

Publish the results for public use 

Prepare seedlin史s. 。-1)
Select the restorationl a缶orestationsites. 

Tr叩 sferthe seedling to the sites. 

Maintain阻 dmonitor the plan恒. (3陶 2)

Evaluate the survival rate of planted 

seedlina and feedback the DJantinR 

methodology. 。-3)

ヰ17
(Annex1) 

throuEh conductinE resource persons 

workshop(:s). 

To make a resource Dersons list 

correspondin宮toall the subiects. 

To prepare iraininEmaterials. 

To financiallv analvze the 

1mplementation of courses. 

To 、vorkout traininE schedule. 
To conduct trial traininE courses 

To conduct monitoringof trial traininE 

courses 

To identif'YI!arameters to monitor the 

natural condition (areal growthl 

faunal floral etc.}and management (incl. 

socio“economic aspects】 ofmanErove 

ecosvstem. 

To identihmonitorinE methods for 

each monitorin宮parameter.

To work out monitorinE scbedule. 

To conduct monitoring survey for the 

initial condition 

To prepare a platform for publicizinE 

results of tbe above surve'v. 

To conduct current condition of 

mangroves m nurserv and planting 

fields. 

To develop improved technigues for 

mangrove silviculture throuEh trials in 

nurserv and plantinE fields. 

To develop皿 ethodsand regulations for 

-ι--諦規制胡戸主4
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(3-6) Modi金thetraining as nece田fllY， protection of mangroves. 

(4・1) Identihthe taraetEoupfor exbibition and (4-1) お伽耐 tar制 Eroupsfor extension 1 

public outreach and environmental educat阻n

(4-2) Defme the goals and objectives according (4-2) To develop methods and tools for 

to the target grOUpS and choose the extension and environmental education. 

methodologies (4-3) To financially anaIyze the 

(4-3) Present outcomes of training 田 d imple皿 entation of extension and 

education activities environmental education even脂.

(4-4) Present the results of on-going monitoring (4-4) To develop various publications iincl 

ofman区Qveecosystems WEBsite). 

(4-5) Present the outcomes of man畠rove (4-5) To work out e】dension and 

conservation activities environmental education schedule. 

(4-6) Provide 甘ammg 立1 technigues 日1 (4-6) To .conduct envir()nmentaI education 

participatory socia1 sぽ veyand how to events including participatory 

mobilize communities plantations according to the schedule as 

(4-7) Provide training おrtrainers and for a trial base. 

"Intemreters" in interactive education (4・7) To conduct monitoring survey on 

such as games and displays ('干.a血児 exte!lsJon a_nd envkonmental edlIcatios 

Game"). 立盟主主

(4-8) Organize and market topical m阻 grove

exbibitions in tbe OE1C targeting general 

四回ic.

(4田 9) Modify the activities as necessary. 

ANNEX V ANNEX V 

LIST OF COUNTERPART AND LIST OF COUNTERPART AND 

ADMINISTRATIVE PERSONNEL ADMTI可ISTRATIVEPERSONNEL 

1. Project Director: 1. Project Director 

Director General for Envirornnental Afおirs.Ministrv Director General of Nature Conservation， 

of Regional Municipalities， Envirornnent and Water Ministry of Environment and Climate Affairs， 

Resources 

2. Project Manager 

2. Project Manager: Director of Marine Environment Conservation 

Director GeneraJ ofNatme Conservation， Ministry of Department， Ministry of Environment and 

Regional Municipalities， Envirornnent and W国er Climate Affairs， 

5/7 
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Resources 

3. Counterparts in the field of; 
3. Counterp副 sm出efield of; 

1)Monitoringand Infonnation Anai"vSIS 
1) Monitoring and In自onnation

21Training and Education 
2}τraining 

31M田1zrovePlantation 
3) Mangrove Plan臼.tlOll

4)Exhibition and Public Relations 
4) Envirorunental Education 

5) Enviro四nen阻1Education 

ANNEX VI ANNEX VI 

LIST OF LAND， BUILDINGS， AND LIST OF LAND， BUILDINGS， AND 

FACILITIES FACILITIES 

l.L田ldfor 1. Land面白r

J) Project 0筋cesand reJated faciliti田 J) Project 0宜icesand related facilities 

2) The Qurm Environmental Inforτnation Center 2) The Qurm Envirorunental InおrmationCenter 

(QEIC) and its a伍 liatedfacilities / p訂k (QEIC) and its affiliated faciliti田 /park

3) Other 1叩 dsneeded古orirnpJementation of the 3) Other lands needed for irnpJementation of the 

Project Pn~日ect

2. Buildings and Facilities for 2. Buildings and Facilities for 

1) Project Office， Ministrv of Regional J) PrQ日ectOffice in the building of Ministry of 

M凹ucipalities. Environment 田 d Water Environment and Climate Aff:剖 rsbefore the 

Resources in Muscat completion of. tbe OEIC buildin寵andin tbe 

2) Experts Rooms OEIC building after its co皿pletion.

3) Training facilities including QEIC and Its 2) Expe出 Rooms

a伍 liatedfacilities / park 3) Training facilities including QEIC and its 

4) Others affiliated facilities / park 

4) Others 

I ANNEX VII ANNEX VII 

JOINTCOORD到 ATINGCOMMITTEE JO町 TCOORDINATING COMMITTEE 

2. Composition 2. Composition 

1) Chairperson will be Director General for 1) Chairperson will be Director General of 

Environmental A首相a， Ministry of Regional Nature Conse円 ation.Ministry of Environment 

Municmalities.Enviromnent and Water豆.esources and Climate Affairs‘ 

2) Omani side 
2) Omani side 

(a)Director General ofNature Conservation 
(a) Director of the Marine Environment 

6/7 
(Annex1) 
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Cb) Director General for Fisheries Resonrces， Conservation Depart皿ent

Ministry of A即 cultureand Fisheries (b) Director ofthe Biodiversity De翠artment

(c) Director of L叩 dscaping and Gardens (c) Deputy Director General of Nature 

Department， Muscat Municipalities Conservation 

Cd) Assistance Vice President for Science Colleges， (d) Acting Director of the Psanning and 

Sultan Qaboos University International Cooperation Department 

(e) PersonneI concemed with 出e Project to (e) Head ofthe Wetland environments section 

assigned by Chamerson. if necess笠主 (Q EnvironmentaI Planner of the Marine 

Environment Conservation Departmenont 

(g) Environ皿entaIInspector of the PolIution 

Operation Monitoring Section 

(h) EnvironmentaI Planners of the Minister 

Q鐙~

7/7 
(Annex1) 
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Projωt Design Matrix (PDM) [Revised] *Revised poin臼邸宅 underlined
Annex2 

Proj副 Name:Qurm Environmen総Ilnlo岡山nCenter (Q日C)Pro阿 T印刷世田 Du副 on:XX. 2011 -XX. 2013但 ve師 Ver.O.1edit凶 on20刷削

Implementi咽 Agencyin Oman: M nistrv of 白 vironmentand Climate Affairs(MECAI 加plementingAgency in Japan: JfCA 

Project Site: QE氾 両国etGroup: Ministry of Environment andαimate Affairs staffs 

Narrative Summary Objectively Veri~able Indicators Means of Verification Important Assumption 

(Overall Goal) 6y辺12
ーDissemina'加nof 5US旬 間b!emangrove Number of mangrove sites managed Re回rd01 planting activity， List 01 
ecosystems management in Qman and in the through凹巾ershipprograms with Iocal planuョtionsites managed througll 

目宮lon communities increas副 byXX pa巾e隠hipprl咽rams，
-Number ofnew plantation sitl田 increasedby 

詮Lー Annua! report of QEIC 
-Country e~田由nce on問噌剛e
ecosysteπs management is pr，田町1凶 in Proceeding of conference， pa問r
ROPME! regional meetings and other P陪5ent凶
intem抽'onal∞nle岨n由

(Pr吋田tPurp田e) 6y the end 01 the proj町t

QEIC is establish困 asthe center for promoting 11 QEIC is developed into the center for 1. Annu剖report，interview to Other ministry and agencies 
sustainable mar唱rovee∞5ystems mana目印削t know凶 gesharing by professIOna!s， ag町cies∞ntribut，副andnol bring and share their 

in Oman pra曲帥ne隠 andscholars speαalized in 問附clpa陶d resou問 sand ex開rtisein 
∞astal environmental management mangrove el∞町'stems

2 QEIC is able to 回。nselpo可 and protection and management to 
techn田1issues relat国 tomanagement of 2. list of recommendations and QEIC 
man宮rovee∞systemsto private and advises related to man司rove
public secto信田ncemed e∞systems Similar initiatives in ma咽rove

3 QEIC叩mpletesmangrove plan凶 onat 3. Annual repo凡陪回国。，fp!anting e，∞町stemmanagement afe 
thepro同S困 artificial1agoonbuilt加Qurm activity 回刑制 outby other ROPME 
Na加reReserve a5 scheduled countries 

4 Traini時 onma咽roveec田yst酬 4. Re∞rd of training. List of Public -privaie sector 
management provided to professionals in pa巾αpants.Interviews to paはnershipin GCC 
Oman and beyond 

pfoac同usdnpeanotns ahMe回SU問m明<VIS日O開陪Isa 
strengthened 

(OutPUt5) 0.1 Personnel are assigned according to the 0.1 口市anizationalchart with name 。The pf.oject operation unit in QEIC is plan oloperauon (PO) list 

e5拍bHshed 0.2 JointC∞rdinating Committee (JCC)" is 
estab1ished 0.2 Minutes of m由.ung01 JCC 

0.3 6udgetlor∞n5加ctionof the目otera岡
for operation is allo目白ed 0.3 Financial statement {bala悶

0.4 Facl1i旬isallo回ted sheet and profrt and 10田)

0.5 Material and equipmen! is procured and 0.4 List offaαty 
installed. 0.5 List of material and equipment 

r;----r同 CaFqhR函両面白五百古布石EIτ 1.1 The Training Prog悶mme陪documentedI 1.1 Training Pn盟問mmePublished Participants in the education 
もopromote sustainable m同ngrove authorized 1.2 Re∞rd of da!a and information of and training pn咽ramsecu陪

e∞system management厄deve!o田d. 1.2 Trial丁目加!l!l∞ursesare conducted X 議担控目し theげownfunding 10 attend the 

也監二 。ou厄es

2 The Monitoring Method for QE氾to 2.1 Monito両国 Guideline加c1ud四 Monito巾E2.1 Moniloring Guideline Published 
oromotesus坦inab!emar旦rovee∞，system Formatis pre回I割. 2.2 Aporopriate Format pubJish剖

manage問 nt泊deve!oD剖 p 2.2 An Appropria也Formatfor slori回目he

吟5ulI!?f ß]_l?~~~珂 ISFf句旦甲ι
3 Methods and techniOt陪sfm promotir且 3，1 丁目hnicalReport for the Meth出 d 3.1 Techn阻 IRe阻rtDubllsh困 - Unex開ctedweather re!ated 

m自国rovereforestation are develo臣d. 5US包inablema田rovee回systemis 3.2 Manual for promoti凹 mangrove adversary e百ecls10 the planti時
DreDa陪d. ref，町田匂tionpublish凶 sitl田 aremm同 l

3.2 Manual for promoting mangrove 
reforestation is prepared. 

4 The Capa吻 ofEnviron問刷出回伽 4.1 Annual Plan of王nvironmentalEducation 4.1 Annual p!an publish剖

Pr，盟問mmeactiv担 lor口EIC10 P問m曲 ErQg悶mmeisD冊目r剖.

sus1ainable ma田rove e∞system 4.2...x.oID甘αpantsparticipat剖Inenvlronmen匂l4.2 list 01 pa凶cipanisnumber of 

manaQemen!陥 imoroved education events v沿to"，

I (Activi旬) (Input from Japan) (Inputfrom Oman) 

0.1 Prepa陪 andreview the Plan of 0問問加nPersonnel Personnel 

(PO) (1) Chief Advisor ITrain喝 Planand Project Director 

0.2 Prepare the bud国etplan Imp!ementation Project Manager 
0，3 E由 bl凶 theJoint Coordinati珂Comm臨e(2) Environmen凶 Mon曲巾g Counte巾a巾 inthe field of; 

0.4 Pre問remonitoring岡田 (3) Ana~sis and Dala岡田悦晦叩ment Monitoring and lnformat叩

0.5 A出国tethe bUdget， pe陪onneland faci!iザ (4) Exhibition Planni珂andDes刷 Traini咽 andEdu四百on

0.6 Prepared the Job descn凶on. (5) Community 0雌 a出町dE融 nSlon Mangrove Plantation 

0.7 Machinery and equipmenl provid副 are Exhibition and Public Re抱tions

pro巨内~曲目回 and main凶n凶 Training of Omani Project Personnel in Environmen匂IEducation 

112 
(Annex2) 
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A ， A U.Iw恥町V ign Matrix (PDM) 
N，rrative Summafy Oble-ctiv.1yV，'erifiable Indicat.or'S Means ofVI'erificati~!l 1_ Import，ntAssufmtion 

1.1 To MenuFV泊悶e1GrouOSodIr，'amlnfl: Japan I Adminislrative Personnel 
銀盟e I Local Cost 

1.2 T，0叩 MucItrarninaneeds SUIVev 閉achine叩，Equipment and Materials Iland， Building and Facilities 

1.3 Tom，.e 5V11abIflorea出回U宿eihrDlIah Procurement of Goods and 

∞nducllr旧res凹問回 目onsworksf1凹 (s)‘ Consumables 
1.4Tomak. a res凹『白 oeISonslist

田町田口Dndinq1oallthe subiecls， 

1.5ToDr'eoareimininQ m'1ensis. 

1.6T"ofinancia11vanaJvzethe imoIementation 

o.f cOUISes. 
1.7 Ewo欣oul1fa1ninoschedule 

1.870田 ndudtnalIr'aininq回U隠es

1.9To∞nduclmonitonnQDfM21凶

cOUISes 

2.1ToMenlifYOamme惚310monitorthe

nalur'alc。ndit四伯問aJo田wthlfiaunal 
nor，U .1c.)andman'0.n官nt{Incl 
socio・economicas田 cl5)0'fmanorov. 

e∞svsl.m-
2.2Toidentfvmonilonnロm.h凶sfor each 

monilodn口oa悶me1.仁

2.370W011<ou1monl10nnoschedule 

2.4 ToconducImonitonna survev forthe mitial 

旦出血L
2.5TODreDa陪 aolatfomfor凹 blickinq 守

resuItso.fIh.abov. SUIVev 

3.1To∞nduct cuff''ent∞nditionofmanoroves 
in numervandolaniinqHeIds. 

3.2To dev.1叩 1moro'vedlechntouesf.or 
man口mvesi1vicultureIhrouohtrials in 

『11IIServand 0IBntinofiBIds-

3.3Tbdeveloomethods and r，田ulalionsfor 
Drotection0fm，nqrov.s 

4.1 百OidentHVもar0'1qrDUDSForextensionand (Preconditions) 

envIfOnmenla1.ducalionSchedule  of the project is 
4.2 7.0 develoomeIhodsand too s foL n司olial凶 andag隠剖

exlenSIOn and environmen匂l凶ucat10n. 1- Conslruction schedule of 

4.3Tofinanc al!vanalv.ze the lmD emeMalion QEIC厄fina!ized.
ofeixtenSTon and enwonmentaleducatj01 出ECApulCo田加曲onofthe 

型自!e.- QEIC facility tender prior to the 
4.4 To deve10pvadous oub曲目onsHnclWEB project 

出旦i
4.5Towo欣outextl叩 sionandenVir01imenlal 

edu白血nschedu除

4.6mconductenv!r'onmenlaledu回 tion
evenls inchdina ac∞Minato the sch帥 rle

asatriaIba担

4.7 70曲 nduc1mmilonn口51IIV'evonext，ensbn

and enVlfOnmenfaledu国{旧nev，enls 

~. ROPlvfE: Regional 0唱抑制ionfor由eProt叫叩ofthe Marine Environment 
U Leam'ing goals will be summarized in a separatc document 

212 
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Plan of Operation(Draft) 

-caie百百盃rYear 
Japanese十15国 IYear 

Quarter 

Term olthe project (Tentative) 
Duration 6f the Project (2years) 

uItputs a而瓦玩i流ies
o The project operation unit in QEIC is 

est.ョbli5hed

0.1 Prepare the budQet plan 
0.2 Prepare and review the Plan of 
0.3 Estabtish the Joint CoordinatinCl 
0.4 Prepare monitorinCl plan 
0.5 Allocate the budClet， personnel and 
0.6 Prepared the Job description 
且7 Material and equipment provided are 

orooerlv installed and maintained 
Output 1 
The Capacity 01 Training Activity lor QEIC to 
promote sustainatle mangrove ecosys悟m

1.1 To identify tarClet CJroups of traininCJ 
1.2ToロonducttrainiOCl needs survey 
1.3 To make a resource pe陪 ons11st 
corresDondinQ to all the subiects 
1.4 To prepare traininCJ materials. 
1.5 T 0 financially analyze the 
implementation of courses 
1.6Towo巾 outt目 ininQschedule 
1.7 To conduct trial traininCl cour5e5 
1.8 To conduct monitoring oftr陥 Itraining 

co民主呈生
Oulpu包
The Monitoring Method for QEIC to promote 
sustainable mangrove eco5y5tem management 
is developed 

2.1 Toiden百fyparamete目 tomonitor the 
natural condition (areal growthl fauna/ 
f10ral etc.) and management (加d.50α0-
economic a5pects) of mangrove 

2.2 To iden首相 mOnlもDringmethods for 
each monitorinCl parameter 
2.3 To work out monitorinCJ schedule 
2.4 To conduct moniもoringsurvey for the 

initial condition 
2.5 To prepa陪 apla出 rmfor publlcizing 
u'e5ults of the above survev 

Oulput3 
Methods and也chnique5for promoting 
manqrove refo陪 st副ionare developed 

3.1 To conduct current condition of 
manaroves問 nu陪 ervand plantinロfield5
3.2 To develop improved担chniquesfor 
mangrove silviculture through trials in 
nurserv and olantinCl官e附s
3.3 To develop m副hodsand regulations 
f'or orotection of manaroves 

Oulput4 
The Capacity of Environmental Education 
Prog国mme act 川町 lor QEIC to promo恒
sustainable mangrove ecosystem management 
is improved 

4.1 To identify target groups for extension 

and environmental education 
4.2 To develop methods and tools for 
ex担nsionand environmental education 
4.3 To financially ana!yze the 
imolementation of extension and 
4.4 To develop various publications (incl 
WEB5i悟}
4.5 Towo出 outextension and 
environmental education schedule 
4.6 To conduct environmental education 
events including according to the schedule 
as a trial base 
4.7 To conduct monitoring su刊 eyon 
extension and environmental education 

/〆
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に Annex4:Existing Organization Chart of the MECA 

• Only Departm巴ntjSectionsmainly concerned to the project 

Directorate General 

of Environment and 

Climate Affairs in 

Dhofar Governorate 

Coordination 

and Follow Up 

Section 

て、句

Planning and International 

H.E. The 

minist疋r

ごゴ~. Th叫:立:ご「t恰e的|
lnternational Cooperation 

昌弘辺旦

Pollution Operations 

H.E. The 

Undersecretary 

l-zt-i Monitoring Center 

Environment and 

Climate Affairs 

Administrations in 

Governorates and 

Regions 

Requirements 

Section 

h、、~.

Directorate 

Generalof 

Climate Affairs 

Nature Conservation 

Projects Assessment 

Section 

Wildlife Protection 

Directorate 
Directorate Directorate 

Generalof 

Administrative 
Generalof Generalof 

Nature Environmental 
and Financial 

Affairs 
Conservation Affairs 

Biodiversity 

Management and 

Development Section 

Desertification 

Combat Section 

Biological Database 

Section 

WildllTe RehilhilitiitJOn 

and Reproduction 

Centers Section 

Environ町、ent

Conservation 

Department 

Coastal Areas 

Management Section 

Wetlands Environments 

Section 

Marine Environment 

Section 
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Monitoring and 
Information 
Section Head 

Temtative Organizational Chart ofthe QEIC 

Director General of 
Environ皿 ent

QEIC Director 

lτ'echnical Advisors 
(2 persons fr・om

othe江r
ore:anizationsl 

』一一一ーー】---1一一一一一一一一-，

τ'raining and 
Education Section 

Head 

Assistap.t Worker 

1 

Mangrove Plantation 
(experimental plot 

operationJmaintenanc 
el Section Head 

Assis俗的Worker
2 

Annex 5 

ExhibitionJPublic 
Relations Section 

Head 
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付属資料２：進捗確認レターサンプル 

＊Sample of the letter by JICA  mission on 20 April, 2011 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

<Letter head of the Ministry> 

 

To: Director of Global Environment Department, JICA 

From: Director General of Natural Conservation, Ministry of Environment and Climate 

affairs 

 

Based on the discussion with the Japanese Project Consultation Team on 17 April 2011, 

understanding the condition required for the commencement of the Project, it is to 

confirm (1) Construction of QEIC building (“2.3 Construction of Qurm Environmental 

Information” in ATTACHED DOCUMENT of the Minutes of Meeting signed on 20 April 

2011 is to be referred), (2) Institutionalization of QEIC (“1.4 Execution Organization” in 

ATTACHED DOCUMENT of the Minutes of Meeting signed on 20 April 2011 is to be 

referred), and (3) Administration of the Project (“2.1 c) Counterparts” in ATTACHED 

DOCUMENT of the Minutes of Meeting signed on 20 April 2011 is to be referred) as 

follows: 

 

(1) Construction of QEIC building 

It is confirmed that QEIC is constructed according to the following procedure (“Table 

1 Confirmed Schedule of QEIC Construction” is to be attached): 

a. Public announcement for tendering general contractor was/is to be done on 

dd/mm/yy with a term of xx weeks. 

b. Tender of general contractor was/is to be done on dd/mm/yy 

[in case general contractor has been already decided] and (the name of general 

contractor) was decided as a general contractor for the construction of QEIC 

building. 

[in case general contractor has not been decided] and a general contractor is to 

be decided on/no later than dd/mm/yy. 

c. Public announcement for tendering building constructor was/is to be done on 

dd/mm/yy with a term of xx weeks. 

d. Tender of building constructor was/is to be done on dd/mm/yy 

 [in case building constructor has been already decided] and (the name of 

building constructor) was decided as a building constructor for the construction 

of QEIC building. 

[in case building constructor has not been decided] and a building constructor is 

付属資料22 進捗確認レターサンプル
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to be decided on/no later than dd/mm/yy. 

e. Construction works is started on/no later than dd/mm/yy with a contract terms 

of xx (18?) months. 

f. Consequently setting furniture and equipment into QEIC building is expected 

no later than mm/yy. 

g. The Opening Ceremony of QEIC is expected to be held in mm/yy. 

 

(2) Institutionalization of QEIC 

a. A ministerial committee was established to discuss reorganization of the ministry in 

April 2011. The committee has sent a new organization chart of the Ministry of 

Environment and Climate Affairs and the position of QEIC in the Ministry as shown 

in the figure 1 below to the legal process to be authorized by the Royal Decree on 

dd/mm/yy. (The new organization chart is now on the legal process.) 

b. It is confirmed that QEIC is institutionalized with the confirmation of budget 

allocation by the 8th Five-year-National Development Plan. Functions to be expected 

to the QEIC, as well as the organization chart and personnel allocation plan of the 

QEIC, are clarified by a ministerial decree that is now being prepared by the 

Ministry after authorization of QEIC by the Royal Decree mentioned above. 

c. The preparatory unit for the QEIC has been established in mm/yywith members 

who are to be personnel of the QEIC listed below. 

(*List of members of the preparatory unit for the QEIC, which is fundamentally 

same as the JCC members of Omani side) 

d. The operational cost for the QEIC will be taken into consideration as a part of 

annual budget plan of Ministry of Environment and Climate affairs 

 

(3) Administration of the Project 

a. Specific names and positions of C/P personnel are as follows: 

   (*List of members) 

b. On the process to achieve Output 1 of PDM, universities and related 

agencies/ministries may be the source of resource persons. Otherwise, it is not 

necessary to establish a special cooperation structure since any of the Project 

activities would not require inter-Ministerial coordination. 

 

 

cc. Embassy of Japan 
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付属資料 3：Project Design Matrix (PDM) 変更箇所 

 1

変更前（2005 年） 改定 PDM 案（2011 年 4 月）  
(Overall Goal) 

Dissemination of sustainable mangrove ecosystems management in 

Oman and in the region. 

持続的なマングローブ生態系管理手法がオマーン及び周辺国に普

及する。 

（変更なし） 

 

 

(Project Purpose) 

- QEIC is established as the center for promoting sustainable 

mangrove ecosystems management in Oman.  

QEIC がオマーンにおけるマングローブ生態系の持続的な保全管

理手法を促進するためのセンターとして設立される。 

（変更なし） 

 

 

(Outputs) 

The project operation unit in QEIC is established. 

（0）QEIC にプロジェクト管理部門が組織される 

（変更なし） 

 

 

Education and Training program targeting various stakeholders is 

carried out  

（1）多様な利害関係者に対する教育訓練プログラムが実施される

 

1 The Capacity of Training Activity for QEIC to promote 

sustainable mangrove ecosystem management is developed  

1. QEICがマングローブ生態系管理を促進するための研修活動

に関する能力が強化される。 

 

Monitoring functions aiming at protecting mangrove ecosystems 

is strengthened. 

（2）マングローブ生態系保全のためのモニタリング機能が強化さ

れる 

2 The Monitoring Method for QEIC to promote sustainable 

mangrove ecosystem management is developed.  

2.ＱＥＩＣが持続的マングローブ生態系管理を促進するためのモ

ニタリング手法が開発される。 

 

Sustainable measures for protection and management of 

mangrove ecosystems in Oman are enhanced. 

（3）持続的なマングローブ生態系の保全・管理手法が強化される 

3 Methods and techniques for promoting mangrove 

reforestation are developed. 

3.マングローブ植林の促進のための手法と技術が開発される。 

 

Exhibitions and community outreach programs to mobilize national 

efforts for mangrove ecosystems conservation and restoration 

are organized. 

（4）マングローブ生態系保全・回復のために国民の協力を得るべく

展示及びコミュニティ・アウトリーチ・プログラムが実施される 

4 The Capacity of Environmental Education Programme 

activity for QEIC to promote sustainable mangrove ecosystem 

management is initiated. 

4.ＱＥＩＣが持続的マングローブ生態系管理を促進するための環

境教育プログラム活動に関する能力が強化される。 

 

（Activity） 

01 PO の作成、見直しを行う。  

Prepare and review the Plan of Operation (PO) 

02 予算計画を作成する。 

Prepare the budget plan 

03 合同調整委員会を設立する。 

Establish the Joint Coordinating Committee 

04 モニタリング計画を策定する。 

Prepare monitoring plan  

05 予算、人員及び施設を配置する。 

Allocate the budget, personnel and facility  

06 人員の職務内容を設定する。 

Prepared the Job description  

07 供与された資機材を適宜設置、管理する。 

Machinery and equipment provided are properly installed and 

maintained 

（変更なし） 

 

 

11 教育訓練プログラムの対象グループを設定する。 Identify the 

target groups of education and training program 

12 ターゲットグループに応じ、目標を設定すると共に研修実施手

法を策定する。  

Define the goals and the objectives according to the target 

groups and choose the methodologies 

13 各ターゲットグループ・課題に対し、研修計画を策定する。 

Develop a set of lesson plans for respective target groups and 

topics 

14 教育訓練教材を作成する。 

Prepare educational/training materials 

15 研修計画に基づき、研修を実施する。 

Deliver the lessons according to the lesson plan 

16 ターゲットグループ毎に教育訓練プログラムの評価を行う。 

Evaluate the individual education and training program by target 

groups 

17 必要に応じ、研修計画を見直す。 

Modify the lesson plan as necessary. 

18 必要に応じ、職員研修を見直す。 

Modify the staff training as necessary 

11 研修コースのターゲットグループを特定する。 

To identify target groups of training courses 

12 研修ニーズ調査を実施する。 

To conduct training needs survey. 

13 リソースパーソンワークショップの実施を通じ各コースの

シラバスを作成する。 

To make syllabi for each course through conducting 

resource persons workshop(s). 

14 全テーマに関するリソースパーソンリストを作成する。 

To make a resource persons list corresponding to all the 

subjects. 

15 研修教材を準備する。 

To prepare training materials. 

16 コースの実施を費用分析する。 

To financially analyze the implementation of courses. 

17 研修日程を作成する。 

To work out training schedule.  

18 試行研修コースを実施する。 

To conduct trial training courses 

19 試行研修コースのモニタリングを行う。 

To conduct monitoring of trial training courses 

 

付属資料33 PDMの変更箇所
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付属資料 3：Project Design Matrix (PDM) 変更箇所 

 2

変更前（2005 年） 改定 PDM 案（2011 年 4 月）  
21  QEIC のモニタリング部署において実施する動植物・社会経済

モニタリングのパラメーターを設定する。 

Define and finalize the necessary parameters of 

fauna/flora/socio-economy to monitor in the monitoring 

function of the QEIC activities base on the P.O  

22 モニタリング計画を策定する。 

Furnish the monitoring plan accordingly.  

23 モニタリングを実施し、情報収集を行う。 

Carry out monitoring and gather the information  

24 モニタリング結果を所定のフォーマットに蓄積する。 

Compile and store in an appropriate format.  

25 必要に応じ、収集データ及び情報を分析する。 

Analyze the data and information as necessary.  

26 一般での利用のためにモニタリング結果を公表する。 

Publish the results for public use. 

2.1 （面積、成長、動物相、植物相など）自然条件やマングロ

ーブ生態系の管理をモニターするパラメーターを特定す

る。（社会経済側面を含む） 

To identify parameters to monitor the natural condition 

(area/ growth/ fauna/ flora/ etc.) and management (incl. 

socio-economic aspects) of mangrove ecosystem.  

2.2 各モニタリングパラメーターのモニタリング手法を特定す

る。To identify monitoring methods for each monitoring 

parameter.  

2.3 モニタリング計画を作成する。 

To work out monitoring schedule.  

2.4 モニタリング調査を開始する。 

To conduct initial monitoring survey .  

2.5 調査結果公表のためのプラットホームを準備する。 

To prepare a platform for publicizing results of the above 

survey 

 

31 苗畑を整備する。  

Prepare seedlings 

32 植林地を選定する。 

Select the restoration/afforestation sites. 

33 苗を移植する。 

Transfer the seedling to the sites 

34 移植苗の管理及びモニタリングを行う。 

Maintain and monitor the plants 

35 移植苗の生存率を評価し、植林方法にフィードバックする。 

Evaluate the survival rate of planted seedling and feedback the 

planting methodology 

36 必要に応じ、研修内容を見直す。 

Modify the training as necessary 

3.1 苗畑と植林地のマングローブの現況を把握する。 

To conduct current condition of mangroves in nursery 

and planting fields. 

3.2  苗畑や植林地での試行を通じ、マングローブ造林のため

の改良技術を開発する。 

To develop improved techniques for mangrove silviculture 

through trials in nursery and planting fields.  

3.3 マングローブ保護の手法を開発する。 

To develop methods for protection of mangroves 

 

41 展示･普及活動の対象者グループを設定する。 

Identify the target group for exhibition and public outreach 

42 ターゲットグループごとの目標を設定し、手法を決定する。 

Define the goals and the objectives according to the target 

groups and choose the methodologies 

43 教育訓練活動の成果を紹介する。 

Present outcomes of training and education activities. 

44 実施中のマングローブ生態系モニタリングの結果を紹介する。

Present the results of on-going monitoring of mangrove 

ecosystems. 

45 マングローブ保全活動の成果を紹介する。 

Present the outcomes of mangrove conservation activities. 

46 参加型社会調査及びコミュニティ動員のための研修を実施す

る。 

Provide training in techniques in participatory social survey 

and how to mobilize communities. 

47 「ネイチャーゲーム」などの双方向教育を行う研修講師や「イン

タープリター」の養成研修を実施する。 

Provide training for trainers and for “Interpreters” in 

interactive education such as games and displays (“Nature 

Game”). 

48 一般の人を対象とした QEIC におけるマングローブ企画展示を

行う。 

Organize and market topical mangrove exhibitions in QEIC 

targeting general public 

49 必要に応じ、活動内容を見直す。 

Modify the activities as necessary 

 

4.1 普及、環境教育を行うターゲットグループを特定する。 

To identify target groups for extension and environmental 

education.  

4.2 普及、環境教育のための手法とツールを開発する。 

To develop methods and tools for extension and 

environmental education.  

4.3 普及、環境教育イベントの実施に関する費用分析を行う。 

To financially analyze the implementation of extension 

and environmental education events  

4.4 ウェブサイトを含む出版物を作成する。 

To develop various publications (incl. WEB site) 

4.5 普及、環境教育の計画を作成する。 

To work out extension and environmental education 

schedule  

4.6 計画に沿った参加型植林を含む環境教育イベントを試行

的に実施する。 

To conduct environmental education events including 

participatory plantations according to the schedule as a 

trial base  

4.7 普及、環境教育イベントについてのモニタリング調査を実

施する。 

To conduct monitoring survey on extension and 

environmental education events. 
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